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 栃木県の盟主「男体山」に登りたいと要望があり、

男体山山行を計画した。 

若い人たちは、この夏に富士登山を計画して

おり、トレーニング山行として参加した。 

朝起きると雷鳴が轟いて雨も強く降っており、

果たして登れるのか心配になる。 

天気予報は６時から１５時までは曇りの予報だ

が、いろは坂を登っているときまで雨が降って

いた。 

二荒山神社の駐車場に着くと、雨は止み空が

幾分明るくなってきた。トイレを済ませ、ストレ

ッチを行い天気予報を信じて出発する。 

石段を登り、二荒山神社中宮祠社務所で受付

をして、お札と案内書をいただく。本殿右側の門をくぐり、表参道を登ると一合目の遥拝所に着く。 

ここからは鬱蒼とした樹林帯の中、滑りやすい急坂を登るようになる。登山道が幾筋もつけられて

おり、歩き易い道を探しながら登って行く。 

二合目、三合目と順調に登り、林道に出る。 

急なショートカットの登山道を登ると、再び林道

に出て、そのまま林道を歩くと鳥居がある四合

目に着く。休憩をとって衣服調整し、水分を摂

って一息入れる。鳥居をくぐると急な山道にな

り、樹林帯の中を登るようになる。鉄パイプ製

の手すりに沿って登ると小屋があり五合目に

着く。小休止し、水分を補給し呼吸を整えて出

発する。 

五合目から少し登ると、樹林が切れて展望が

開け、中禅寺湖が眼下に広がる。六合目で大休止し、水分補給と果物や菓子でエネルギーを補給

する。七合目からは岩場やガレ場が連続し、しっかりルートを見極めないと、岩場の登りに苦労する。



高度を上げるにつれ、眺望が良くなり八丁出島や南岸の山々がハッキリと見渡せる。八合目の滝

尾神社で小休止し、ここからはビニールの土嚢

で固められた急な登山道を登るようになる。 

九合目を過ぎると広いザレた斜面になり、足をと

られてとても歩きにくい。もう少しと云う所で、O

嬢が足に違和感を訴える。小休止し、アミノバイ

タルと水分を補給し出発すると、今度は H 嬢が

ペースダウン。頂上は目前なので、元気な人は

そのまま頂上を目指し、H嬢と３名は一歩一歩ゆ

っくりと登り無事登頂。山頂は少しガスが掛かり、

期待した眺望は得られなかった。剣ヶ峰の山頂

で記念写真を撮り、奥宮手前の屋根つきのベンチでランチタイム。温かいキノコうどんと、筍と切干

だいこんの煮つけやキュウリの漬物などを美味しくいただく。デザートはK 氏の奥さん手作りのフル

ーツゼリーをいただく。 

おなか一杯になり、二荒山大神像の前で記

念写真を撮り下山開始。 

下山は来た道を引き返えす。ガレ場の下り

は、滑りやすいので慎重に下る。 

後から降りてくるグループに抜かれるが、あ

せらずマイペースで降りて行く。六合目で休

憩をとり、果物と水分を補給しひたすら下る。

四合目に出ると、大勢の学生グループが休

憩してるので、我々は休まず下る。そのあと

は、学生グループに追われるようにハイペ

ースで下り無事下山。皆さん大きな山を登頂し、達成感と充実感に溢れた笑顔でガッチリ握手。 

今回が初めての男体山の４名は、本当に良く頑張りました。夏山アルプス山行と富士登山に向けて、

一歩前進した有意義な山行となった。 

 

  


